
 

 

 

 

 

 ５月６日（日）のゴールデンウィーク最終日に、妻と子と私の家族３人で、岐阜市内の最高峰の

「百々ヶ峰」に登山に行きました。標高は 417.9m、長良川の北側にありその対岸の金華山と対峙

している山です。登山と言っても、普段着でおにぎりと水筒をリュックにつめて行きました。少し

曇りがちではありましたが、時より木々の間から差し込む日差しのため、上着を脱ぎ半袖になって

進みました。たった 417m ではありましたが、頂上から見る景色は最高でした。長良川の流れの様

子、金華山の頂上に小さく見える岐阜城、その奥に木曽川の流れも見えました。久しぶりの登山で

かなり疲れ、膝が笑うという表現そのものでした。しかし、山頂からの眺めに感動し心がリセット

されたような気持ちになりました。また、家から持ってきた

おにぎりも最高においしかったです。下山途中に、「深尾先生

ではないですか」と声をかけられ、２０年以上前に勤務して

いた関市内の中学校の教え子に会いました。もうすぐ小学校

に入学する子ども２人を連れて旦那さんと一緒にお弁当を

食べていました。ゴールデンウィークの最後に、とても良い

思いをすることができました。 

 さて、ゴールデンウィークが終了し、伊深小学校では、７日（月）に全員が元気に登校すること

ができました。ゴールデンウィーク中の交通事故や、生活のリズムの変化による体調を崩すことな

どを心配していましたが、登校時の表情も笑顔いっぱいで、明るいあいさつをしてくれました。授

業の様子を見ても、だらだらとした様子はなく、普段の前向きで進んで挙手をする授業ができてい

ます。 

 今年度より、総合的な学習の時間の年間活動計画を見直

し、３～６年で「ふるさと学習」に取り組むことにしまし

た。まずは、５年の「福祉」、６年の「町づくり」の課題づ

くりのために、「まち楽房有限会社」の代表取締役で、中京

大学現代社会学部講師もされてみえるファシリテーターの

加藤武志さんに来ていただき、ワークショップ学習を行い

ました。１回目は４月２７日（金）に「アイスブレイク」「バ

ズトーク」などを行い、「伊深の魅力と課題」を出し合いま

した。５月８日（火）の２回目には、５年生は３つのグルー

プに分かれ「福祉」について、６年生は５人全員で「町づくり」についての今後の活動に向けての

ワークショップ学習に取り組みました。最後には、それぞれのグループで考えたことを発表しまし

た。この学習をもとに、今後の総合的な学習の時間を活用

して「ふるさと教育」を進めていきます。 

 ３年生は「町探検」、４年生は「環境」についての学習

を進めていきます。今年度は、２月２日（土）に学習発表

会として「ふるさと教育」の学習の成果を発表します。地

域の皆様、楽しみにしていて下さい。 
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